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・育てる場所を貸してくれる方
・一緒にお世話をしてくれる方
・ご自分で育ててくれる方
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　  香りが強い

山梨で生まれた黄金色の
品種。”幻のホップ”とも！

1972年に米国でリリース！ア
ロマホップの代表品種。
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不忍池

歓楽街でできる SDGs
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不忍池を中心とした文化的歓楽街の再生
Regeneration of culture entertainment district surrounding the Shinobazu-pond

地域や活動の概要｜キャンパス徒歩圏のナイトライフエリア再生

活動内容｜道路などの空き空間を人のための空間に作り替える
What we have worked on｜Switching the streets and vacant spaces in the city to places for humans

Background｜Regenerating an urban commercial area within walking distance from the campus

Future vision｜Expanding and embodying the plans alongside with new challenges
今後の展開｜これまでの拡張・具現化を軸に新たな挑戦も

〈しのばずいけまち研究会〉
商店会と連携した研究体。

〈しのばずホップPJ〉
ホップで作る地域循環。

■道路空間の再編へ向けた実証実験
いけとまちをつなぐことを目指して、これ
まで構想してきた不忍通りの新たな姿を実
際に空間に落とし込む実験を行う。

■対象地：上野・仲町エリア

■人のための道路空間のデザインと運用 ■地元プレイヤーと協働したまちの活力創出 ■いけとまちをつなぐ新たな手法の実践

▲Peace of Beer! （イベント）

8 9

目 指 す の は「 不 忍 池 ととも に 生 きるまち」。
「 ウォ ー カ ブ ル」 で 、 池 とま ち を つ な ぎ な お そ う 。

池 とま ち が つ な が れ ば 、
山 とま ち もつ な が る は ず。

上 野 の 山

池 の ほ とり

上 野 の ま ち

不 忍 通 り

仲 町
通 り

中 央 通 り

水 上 音 楽 堂

不 忍 池
辯 天 堂

博 物 館
美 術 館 群

上野のまちの積年の課題は「山から人が降りてこない」ことだと

言われている。不忍通りがもっと渡りたくなる環境になり、まち

と不忍池が溶け合うような関係をつくりたい。そうなればきっと、

上野の山と上野のまちのつながりも生まれてくるはず。

▲しのばずナイトテラス（社会実験） ▲研究会のメンバーと▲しのばずホップの循環

▲ガイトウスタンドとテラス席 ▲不忍通り社会実験案

▲上野公園照明実験の様子

▲まち |仲町通り
　文化歓楽街の中心

▲いけ |不忍池
　四季折々の自然

▲山 |博物館
　観光客の賑わい

上野駅

■空きスペースから豊かなナイトライフを再生する

例の写真

▲ガイトウスタンド

▲空きスナック短期貸し
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■ウォーカブルまちづくりの構想と実践

▲袴腰広場喫煙所デザイン案▲昨年度の土づくりの様子

上野公園の南にある “まち” と、
動物園や博物館群のある “山”・
不忍池がある “いけ” エリアとの
回遊性が低いことが課題である。

ガイトウスタンドによる路上活用に着想を得て、「歩
行者利便増進道路（ほこみち）」に向けた構想と実践
を進めている。昨年度は不忍池畔に照明を実験的に設
置するなど、いけとまちの双方からウォーカブルなま
ちを目指した取り組みを行っている。

斜陽化が進む不忍池南側の歓楽街
で、2019 年度より空きスナック
を活用した文化のまちづくり
「アーツ & スナック運動」を発足。 
Post コロナに向け、数々の実証
実験を通してナイトライフが盛ん
な文化的歓楽街の在り方を提案・
実践している。

日常からイベントまで、ストリートに賑わいを溢れ出
させるためのデザインと仕組みづくり。

アート展示依頼

アーティスト

公園内の照明実験、不忍通りのパークレット実験等を
通し、ウォーカブルなまちづくりの実践と研究。

■イベントからより日常に
ほこみち制度を活用することを前提とした
ストリートのデザインやマネジメント方法
の検討などを進め、活気の溢れる夜のまち
の姿が日常となっていくことを目指す。

#ストリートデザイン #ストリートマネジメント
Keywords

#地域内循環 #地域コミュニティ
Keywords

#ファニチャーデザイン #アートまちづくり
Keywords

#道路空間の再配分 #ウォーカブル
Keywords

■しのばずホップの更なる展開による
　地域循環の拡張

屋上やビル壁面などの空きスペース拠点を
増やし、「環境にやさしく、美味しくて楽し
い」地域内循環の輪を広げていく。

■エリア回遊拠点となるアート空間の
　デザイン
上野公園の玄関口である袴腰広場の喫煙所
のデザイン検討。まちの方々や地元アー
ティストと協働してカタチを作っていく。
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代表者連絡先：阿子嶋翔 (空間計画研究室（新領域創成科学研究科）M2)｜aco-12045-sh@g.ecc.u-tokyo.ac.jp


